
 

 

 

 

 

  

 漢字コンテスト 満点証  五十嵐玲奈さん  諏江 楓さん  大 彩可さん 

    小林大翔さん  髙橋遼太郎さん  馬場健人さん  藤井脩生さん 

 

 計算コンテスト 満点証  大 梓未さん  馬場健人さん  藤井脩生さん 

 

 スペリングコンテスト  五十嵐玲奈さん  伊藤 燦さん  佐藤紗季さん 

         満点証  馬場健人さん  藤井脩生さん 

新たな年を迎えました。保護者の皆様、地域の皆様におかれましても、

清々しい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

人は誰しも、新年のこの時には清新な気持ちになります。初詣に行く方

は、これから始まる一年を展望しながら、手を合わせて夢を描いたりするも

のです。この絶好の機会を子どもたちにも大切にさせたいと思います。新年 

を迎えるにあたり、夢を大きくもつことを改めて推奨してまいります。 

夢は目標であり、夢を実現させるためには努力が必要です。夢が大きければ大きいほど、その

実現のために必要となるエネルギーも大きくなります。子どもたちが自分の夢を実現させようと

いうエネルギーは、子どもの成長に好ましい影響を及ぼします。目標が大きければ大きいほど、

子どもは自ら、その夢を実現するためのエネルギーを生み出すことにつながるのです。 

ここで、子どもたちに問いかけたいことがあります。それは、一年前の新年に描いた夢の実現

状況についてです。夢や目標を立てた以上は、それが実現できたのか、あるいは実現できなくて

も、どこまで到達できたのかを振り返ることは、とても教育的な意味があると思います。それは、

努力した自分を自覚させることを通じて、自分自身を価値ある存在であると思うことにつながる

からです。このことを自尊感情や自己肯定感という言い方をします。 

成長期の子どもたちにとって、成功体験も大切ですが、未達成だったり失敗

したりする体験も現実にはあります。しかし、自分の努力を自分で認めること

ができることは、自分自身を価値ある存在として認識することにつながります。

大人になる過程において、このような体験を積み重なることは、豊かな人生の

実現への意味あるステップであると考えます。 

令和６年も引き続き、本校教育活動へのご理解とご協力をお願いいたします。 

本校では、基礎・基本の学力の定着を図ることを目的として、基礎学力コンテストを実施して

います。今年度は、6月に漢字、9月に計算、12月に英単語のコンテストを行いました。どの生徒

も、合格（8割以上正答）だけでなく、満点を目指し熱心に学習に励む姿がとても印象的でした。 



 

  
    

 
    

 

 

  
    

 
    

12 月 8 日（金）、キャリア教育講演会を開催しました。今回は国土地理院に勤務され、第 32 次

日本南極地域観測隊としても活躍された海老名頼利さん（水沼出身）を講師に招き、進路選択に

おける葛藤や、地理院での業務内容、さらには南極観測隊として訪れた南極について、様々な資

料や写真なども交えながらご講話いただきました。三角点など「地図に残る仕事」というやりが

いのある測量の説明に、生徒は真剣に耳を傾けていました。また南極の氷もお持ちいただき、氷

の中に閉じ込められた約１万年前の空気が溶け出すパチパチという音を体験し、南極を実感する

ことができました。生徒からは多くの質問が出され、「また南極に行ってみたいですか」という質

問に「また行ってみたい気持ちがある。夢を持ち続けばずっと頑張れる。」と海老名さんは話さ

れ、目標を持つことの大切さを伝えていただきました。 

12 月 12 日（火）、森林環境学習を行いました。大竹製材所の大竹勤さんに指導していただき、

合唱で使用する山台を製作しました。あらかじめ大竹さんに加工していただいた木材を鉋や紙ヤ

スリを使って面取りをしたり、電動工具を用いてビス止めしたりしました。最初は少し不安そう

だった生徒も、大竹さんに丁寧に教えていただき少しずつ慣れ、組み立てる速度も徐々に速まっ

ていきました。また役割に合わせて作業する、仲間と連携しながら作業する、やることを探して

取り組むなど、生徒主体で活動をする姿が多々見られました。どの作業も楽しみながら進めてい

る姿が印象的で、木材の手触りや香りも経験し、存分に木材に親しむことができました。 


